遺族支援従事者研修　実施概要
１　目的

　　　身近な人の自殺は、遺族の方々に深刻な心理的影響を及ぼし、心身の健康を害するなど、社
　　会生活への影響も重大であり、配慮が求められている。

　　　保健所や区市町村等の窓口、職場、学校、地域等において、遺族の方々に直接関わる職員を

　　対象とした研修を実施することにより、遺族支援について学び、遺族の方々への適切な支援を
　　行う知識や技術を習得することを目的とする。
２　開催日時

　　平成２１年１２月１０日（木曜日）　午前９時３０分から午後５時１５分まで

３　対象者

　　遺族に対して継続的な個別支援を行う可能性のある機関等の職員

　　（保健所・区市町村等の保健師、相談機関の相談員など）

４　会場

　　東京都社会福祉保健医療研修センター　４０２教室
５　参加者

　　９名（うち１名は、午前のみの参加）
６　研修プログラム
	時間
	内容
	講師

	9:30～10:00
	開会あいさつ・オリエンテーション

自己紹介
	杉本侑子
南部節子

南山みどり

西田正弘

	10:00～12:00
	講義
 １「自死遺族支援とは？」

 ２「自死遺族の声を聴く」
　　 ＊夫を亡くした妻の立場から

　　 ＊息子を亡くした母親の立場から

　　 ＊親を亡くした子どもたちとのかかわりから
	

	12:00～13:00
	休憩
	

	13:00～15:00
	グループワーク

「自死遺族の痛み・課題について考え、支援の

　全体像を模索する」
	杉本侑子
南部節子

南山みどり

西田正弘

	15:00～17:00
	ミニシンポジウム

 １「求められる支援とは？」

 ２「求められる姿勢・態度とは？」
	

	17:00～17:15
	終了、アンケート記入
	











